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技術に魅せられて
――七十七ニュービジネス助成金を受賞されたご感

想をお願いします。

県内の多数の名立たる企業が応募されたなか

で受賞できたことを大変嬉しく思っています。

頂いた賞状も会議室に飾っています。

これを機に、デジタルマイクロボールの認知

度が高まってくれれば幸いです。

――創業当初の経緯をお聞かせください。

東北大学で金属について学び、当社を創業す

る前は東京で技術分野の貿易会社を経営しヨー

ロッパの計測制御に関する技術を日本に紹介し

ていました。

大学時代に同期だった東北大学大学院の川崎

亮教授により発表されたデジタルマイクロボー

ル製造技術に魅せられて事業化を考え、デジタ

ルパウダー株式会社に先駆けて川崎教授と有限

会社マイクロ粒子研究所を設立しました。

大学での研究開発は技術の実証を得ると大き

な成果となりますが、実証された技術を事業化

するためには付加的な研究開発による様々な条

件付けが必要となるため、有限会社マイクロ粒

子研究所で基礎技術を応用まで引き上げまし

た。
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第 9 回（平成18年度） 

デジタルパウダー
株式会社

代表取締役　加藤　洋史氏

会社概要

住　　所：仙台市青葉区南吉成六丁目6番地の3

ＩＣＲビル3Ｆ

設　　立：平成14年

資 本 金：178.5百万円

事業内容：微小金属ボール・製造装置の製造販売

電　　話：022（277）8526

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.digitalpowder.com

独自開発のデジタル制御製造法により、
各種素材で微小・均一の高精度球形粒子
（デジタルマイクロボール）を開発

今回は「七十七ニュービジネス助成金」受賞企業の

中から、今後半導体基板の接続端子や電子デバイス

製品分野などへの幅広い利用が期待されるデジタル

マイクロボールの研究開発に成功したデジタルパウ

ダー株式会社の加藤社長を訪ね、今日に至るまでの

経緯や事業展開などについてお伺いしました。
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そして、2002年９月に川崎教授から技術の出

願特許の実施権を受け事業化に向けて有限会社

マイクロ粒子研究所から独立した当社の創業に

至りました。2006年７月には、より高い技術価

値の創造に向けて微小金属ボールの研究開発と

装置製造権を保有する有限会社マイクロ粒子研

究所を吸収合併しました。

――経営理念についてお聞かせください。

事業展開する上で、お客様や従業員みんなが

幸せであることを最も大切にしています。

我々の事業は、ほとんどの製品がリサイクル

可能な技術に基づいて製造されているため、事

業そのものが環境に優しく無駄を排除し環境を

重視したものづくりとなっています。

また、マイクロボールに特化したものづくり

を行っている企業は世界中にも類を見ないた

め、この最先端技術を積極的に社会へと還元し

ていくことを使命と考えています。

幅広い分野への活用
――取扱商品についてお聞かせください。

粒径40～500μｍの各種純金属・合金マイク

ロボールを主力商品とし、ボール製造装置や周

辺機器を開発販売しています。

また、新規性の高い優れた技術の波及のため

技術ノウハウの提供も行っています。

――デジタルマイクロボールについて教えてくださ

い。

1980年代から半導体接続方法として低温材料

のはんだボールが使用され始めましたが、均一

のボールを生産する技術開発には至りませんで

した。1990年初旬に均一なボール生産技術が東

北大学の川崎教授によって研究開発され、一つ

一つのボールを同じ条件で造るためにデジタル

的な制御を加えたデジタルマイクロボールが製

造されました。

大きさは文字通り１ｍｍより小さくて1000分

の１ｍｍより大きく、毛髪より細いマイクロサ

イズのボールで、純金属・合金、セラミック、

樹脂、シリコンなどを素材とし広範囲なサイ

ズ・材料に対応可能です。

用途としては、半導体、基板実装、電子部品

市場でのチップ・基板間の接合、接点材が主要

な用途となっています。また、エネルギー分野

への展開として次世代型太陽光発電システムに

おける球状太陽電池の素材球としての利用も今

後期待されています。

現時点ではアナログ方法や、アナログ方法と

デジタル方法の中間方法で製造されている会社

もありますが、デジタル方法のみでの製造は自

社のみとなっています。

――受託研究開発について教えてください。

デジタルマイクロボールの材料は各種純金

属・合金からシリコンまで多種にわたり、材料

によって溶解温度や物質との反応の仕方が変化

するため性格が異なるボールを製造することが

できます。

受託研究開発では、任意組成のマイクロボー

ル開発、マイクロボールを利用した機能性材料

の開発、特に新しい材料での開発製造や従来の

ボールとは異なる新しい開発要素を生み出す研

究開発に力を入れています。

デジタルマイクロボール（1μm＝0.001mm）
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当社のＨＰを見て興味を持っていただき受託

研究開発へと発展したケースや、株主である住

友商事株式会社から委託されたケース、我々か

ら関連企業へ直接働きかけるケースもありま

す。

今後、多種多様な活用が期待できるデジタル

マイクロボール市場において、受託研究開発の

位置付けはより高いものになると考えていま

す。

市場拡大に向けた量産製造
――高精度マイクロボール量産製造機の開発に成功

されましたね。

最初に東北大学で10年間研究開発されていた

ものを、コア技術の出願特許の譲渡を受けたこ

とに伴い有限会社マイクロ粒子研究所が引き継

ぎ2004年９月に開発に成功しました。

デジタルマイクロボールの認知度を高めてデ

ジタルマイクロボールを活用した価値ある製品

を普及させることで、ものづくりの発展と共に

我々の事業の向上にも繋がると考え2006年７月

に製造装置の販売を開始しました。

――製造装置の特徴を教えてください。

現在は、パルスインジェクション方式

という製造技術を搭載した３シリーズの

高精度マイクロボール作製装置を販売し

ています。

ＤＭ－Ｌシリーズは、鉛フリーはんだ

など低融点金属向きのスタンダードモデ

ルです。なかでもＬ２は、0.1ｍｍよりも

小さな100μｍを切る高精度真珠状微粒子

の作製が可能でパッケージ開発などに適

したモデルです。

ＤＭ－Ｈシリーズは、貴金属材料や高

融点材料にも対応したハイレベルシリー

ズで、Ｌシリーズ同様100μｍを切る微粒

子作製も可能なことから、今後の最先端

研究開発の可能性を拡げるモデルです。

ＤＭ－Ｓシリーズは、シリコン材料の球形化

が実現可能でシリーズ最高性能なフルスペック

モデルです。将来の用途開発の重要要素技術と

なると考えています。

価格は20百万円～100百万円で、半導体や電

子部品関連企業や、関連する研究所、大学など

多方面からの問合せを受けています。

――製造装置の売上状況を教えてください。

マイクロボール市場がまだまだ小さいため、

製造装置の売上もまだ少ないです。

我々は、２年

半程前からデジ

タルマイクロボ

ールの出荷を開

始し、現在は出

荷先である各企

業がデジタルマ

イクロボールを

活用した製品の

開発段階である

ボールの用途例

製造装置
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ため、デジタルマイクロボール市場の発展には

もう少し時間を要すると思われます。今後製品

化が進むことでマイクロボール市場の拡大が計

られ、売上アップが見込めると期待していま

す。

革命を起こした技術
――パルスインジェクション方式について教えてく

ださい。

2000年11月に特許出願したこの技術は、イン

クジェットプリンターのようにパルス式の電圧

を金属に加えて噴射させることでボールを作製

する方式で、ボールを同じ条件で作製するため

に電圧でコントロールしています。

これまでの技術との大きな違いは２つありま

す。一つは、デジタル制御によって一度に均一

なボールが生産可能となったため選別工程が不

要となったことです。もう一つは、一連の工程

を不活性ガス中という高純度環境下で行ってい

るため良好な表面性状のボール生産が可能とな

ったことです。

その他にも、広範囲な温度に対応可能となっ

たことで材料の範囲が幅広くなり、また少量生

産から大量生産までコンパクトに展開できるよ

うになりました。従来のアトマイズ法などの技

術と比較すると革命的な変化をもたらしたこの

技術は、世界にも誇れる自信作です。

「所変われば品変わる」
――2005年４月にドイツで開催された「ハノーバ

メッセ2005」に出展されましたね。

創業以前に経営していた技術分野の貿易会社

からのつながりで、ヨーロッパの中でもマイク

ロストラクチャーテクノロジーの中心地である

ドイツ・ハノーバで世界最大級の産業見本市が

開催されることを知り、住友商事株式会社と共

同でＭＥＭＳ（マイクロエレクトロニクスメカ

ニカルシステム）関連企業として出展しました。

ヨーロッパでは日本以上にデジタルマイクロボ

ールの認知度が低いため、日本では発見できな

いような新しい用途や考え方に出会えるかもし

れないと考えました。

結果として、ヨーロッパでは「是非デジタル

マイクロボールを使ってみたい」というような

技術への驚きと興味は示してもらえたものの、

実際にデジタルマイクロボールを活用した具体

的な製品展開へと結び付けるにはまだ時間を要

すると感じました。

――今後の海外への取組みについてお聞かせください。

ドイツでのメッセ出展でも実感したことです

が、海外でデジタルマイクロボールを販売

するためにはデジタルマイクロボールの認

知度を高めることが最優先課題です。

しかし、日本でも言えることですが、デ

ジタルマイクロボールの認知度を高める効

果的な宣伝にはコストや人員が不可欠とな

るためベンチャー企業である当社にとって

はコスト面での支援が大きな課題となりま

す。

まずは日本での基盤作りをしっかりと行

ってから、海外への取組みにも力を注いで

いきたいと考えています。ボール製造技術
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次世代ボールの開発
――現在、開発中の製品についてお聞かせください。

５期目となった今年は試作品の研究開発が進

み、関連企業への商品提案を積極的に実施して

います。

その一つに、携帯電話に搭載されているカメ

ラ機能やＧＰＳ機能の「センサ」があります。

これは、小さな空間にデジタルマイクロボール

を入れて左右どちらに接するかによって方向が

わかるというものです。

他には、小型化・高機能化の時代に合わせた

より微小のボール開発や、ボール側面へのコー

ティングの付加、球状の工夫などにも着手して

います。

――ボールハンドリング装置について教えてください。

デジタルマイクロボールは人の毛髪よりも細

い微小で尚且つボール状のため、研究開発の過

程や製品として使用する場合の取り扱いが難し

くなってきます。

ボールハンドリング装置は、機械によってボ

ールの選別などを行って取り扱い上の手間を省

き効率的に作業を進めるための周辺装置です。

現状では、コスト面や人員面から研究途上で

あり開発までには至っておりませんが、今後は

外部企業との連携により積極的に取組む予定で

す。ボールハンドリング装置の開発がマイクロ

ボール普及の道筋になると思います。

――今後の事業展開についてお聞かせください。

デジタルマイクロボールの主要用途である接

合や接点としては難しいとされている素材での

ボール開発を行い、他社との差別化や、さらな

る新規性を追及していきたいと思います。

応用展開としては、デジタルマイクロボール

を活用した機密部品の製造や、デジタルマイク

ロボールを粒子配列して様々なデバイスの開発

を行うなどデジタルマイクロボールによる大き

な付加価値の創造にも取り組んでいきたいと思

います。

しかし、いくら新規性のある開発を行っても

デジタルマイクロボール自体の認知度を上げな

ければ意味がなく、少しでも多くの方にデジタ

ルマイクロボールを手に取っていただけるよう

な取組みを大前提と考えています。

起業は「タイミング」が重要
――最後にこれから起業する方へアドバイスをお願

いします。

材料をベースにしたものづくりには、製品化

に至るまで二段階、三段階と開発工程があるた

め長期戦となってしまいます。そこで重要にな

るのが「タイミング」です。先の動向を見据え

ていない突発的な起業は失敗の基ですし、遅す

ぎても新規性が無くなってしまいます。常に目

標を持ちタイミングを計りながら取組むことが

重要です。

起業後は、自らの製品に自信と誇りを持って

より多くの方に手に取ってもらえるよう努力す

ることが大切です。また、お客様や従業員など

協力してくださる方々への感謝の気持ちを忘れ

ずにいてほしいと思います。

本社にて

長時間にわたりありがとうございました。御社の

今後のますますの発展をお祈り申し上げます。

（19．5．21取材）


